
2024 年度 初芝橋本中学校・高等学校 学校評価 
 
１ 教育目標 
① 目指す学校像 難関大学への進学、立命館への高大接続による進学、スポーツで一流選手への成長などを目指す多様性をもった近畿南部随一の学校 
② 育てたい生徒像 自ら考える力を持ち、素直で、周りを思いやり、忍耐強く物事に取り組むことのできる生徒 

 
２ 中期的目標 
１ 教科教育力の強化と進学実績の向上 
２ 立命館コースの高大接続の取り組みの強化と学力向上 
３ クラブの競技力向上と全国大会出場 
４ 特色ある教育（探究型教育・グローバル教育・ICT 教育）の強化 
５ 生徒募集強化による定員の確保 

 
３ 学校教育の自己診断と学校関係者評価委員会の意見 

学校教育自己診断の結果と分析 学校関係者評価委員会からの意見 

①教育活動に関する保護者アンケート（2025.1.8 実施） 
 今年度は中高共通の 21 項目のうち、8 項目が肯定的評価 80％以上となった（前

年度 7 項目）。特に、「学校行事は楽しく充実している」（本年度 81.4％・昨年度

79.4％）は 2 年連続で肯定的評価が増加しており，体育祭や球技大会、初橋祭等

の行事が実施できたことや保護者会の協力が評価改善に大きく貢献したと思われ

る。また、「わが子は積極的に学習に取り組んでいる」「生徒同士がお互いを認め

合い、豊かな心の育成ができている」についても昨年度から肯定的評価が増加し

ており、落ち着いた校風やセルフデザインを主とする学習態度の醸成が徐々に実

を結んでいる。 
一方、施設・設備や食堂、寮生に関する項目は今年度肯定的評価を大きく下げて

いる。学園や食堂スタッフ、保護者会や教育後援会、地域等の協力も得ながら改

善を行う。 
 
②生徒授業評価アンケート（第 1 回：2024.6.10 第 2 回：2024.11.11 実施） 
 4 年前より外部委託を行い、より正確で客観的な分析を行っている。総合評価の

平均は、第 1 回は 85.0pt（昨年度 85.9pt）、第 2 回は 85.2pt、（昨年度 83.1pt）
（業者による目標得点は 75.0pt）と、昨年度に引き続き、高評価であった。各回

のアンケート後に分析報告会を実施し、資料や報告内容を全教員と共有した。各

教科で学習効果を高める授業を行えるよう、引き続き努力する。 
 
③教員による自己評価アンケート（2025.1.8 実施） 

今年度より各教科担当者がシラバスを生徒に公開したなどの改善により、「教育計

画と実施」の項目で肯定的評価が大きく向上した。また、①と同様に生徒会を中

心とした行事が活発化したことで、「ボランティア活動」「学校行事」、「生徒会活

動」「地域との交流」が前年度よりさらに肯定的評価を伸ばした。一方、「教員間

の情報共有」「職員会議での情報共有」については肯定的評価を下げているので、

次年度に向けて教員間の情報共有や会議内容の伝達方法について改善を行う。 

①委員会体制 
 初芝橋本中学校高等学校評価委員会 
 教育後援会会長（卒業生保護者・地域有識者）・保護者会会長・ 
 高等学校 2 学年保護者・中学校 2 学年保護者・校長・教頭 
 
②委員会実施日 
 2025 年 3 月 15 日（土）12:00 
 
③自己評価の結果に対する委員会の評価 
・Qubena やスタディサプリでの学習状況、シラバスについて、保護者も見ること

ができるようにほしい。 
・大阪に募集活動を強化するということだが、地元にも本校の取り組みや楽しい雰

囲気が伝わり切れていない。良いイメージをもっと地元にも伝えてほしい。 
・立命館コースの取り組み（校外学習）を他コースの生徒も参加ができるようにし

てほしい。 
・学園祭を 2 日実施にするなど、地元の小中学生を招待するのはどうか。 
・スタサタ！や進プロなど、生徒が活用しきれていない。もっと声掛けをして行っ

てくれたら。 
・他校では修学旅行の行き先を複数にして選択できるなどの取り組みが行われてい

る。修学旅行の時期や行き先について検討してほしい。 

 
４ 本年度の取り組みと達成状況  
中期的 
目標 

今年度の 
重点目標 

具体的な 
取組計画・内容 

評価指標 自己評価 次年度に向けての改善策 

１ 

教
科
教
育
力
の
強
化
と
進
学
実
績
の
向
上 

(1)進路指導

体制の強化 
・模試データの分析と共有、

教員研修の充実により、教

員全体で指導できる体制を

つくる。 

①模試データの分析と

共有 
②教員研修の充実 

①校内で実施される模試のデータについては共有されてい

るが、効果的に分析されているとは言えない。 

②教員研修の実施 

・2/27 スタディサプリ活用についての教員研修 

・3/3 橋本市自衛隊からの教員研修 

・引き続き、教員研修等を

充実させ、教員全体で指

導できる体制を構築す

る。 

(2)大学進学

への意識づ

け 

・進路講演会・大学見学会等

の取り組みの充実と、大学

主催行事への参加の促進を

図る。 

①進路講演会・大学見

学会等の取り組みの

充実 
 
②大学主催行事への参

加の促進 

①(a)以下の進路講演会等を実施した。 

6/6,12 高3進学説明会、7/16 高2大学別説明会 

10/11,16 高1・2進学説明会、 

12/13 中3・高1大学別説明会 

1/25,2/10 高1スポーツ進学説明会 

(b)大学見学会 

10/17 高1(2組)大学見学会(桃学大・近畿大) 

12/18 高1(4組)大学見学会(大体大・桃山大) 

②授業日の大学主催行事等への参加を促進するため「公欠

制度」を導入した。今年度この制度の活用者は2名であっ

た。 

・生徒や保護者が早期から

進路に対する意識を高め

てもらうため、進路講演

会や進学説明会の内容を

引き続き検討し、より良

いものにしていく。 
 
・生徒がオープンキャンパ

スや外部の説明会等に主

体的に参加できるよう

に、「公欠制度」の周知を

行い、積極的な活用を促

す。 
(3)コース毎

の目標 
①プレミアムコース 

②総合進学コース 

③立命館コース 

④スポーツコース 

 

①和大・大公大を中心

とした国公立大学合

格者数増(目標 10) 

②近畿大学を中心とし

た私立大合格者数増

(目標 40) 

③立命館検証試験に 2

回目で全員合格。 

④部活動と学習の両立

を目指し、学力の向

上を図る。 

①② 

(a)大学合格者数（2025.3.24現在） 

・国公立大学：1（和医大） ・関関同立：47（目標50） 

・近畿大学：18（産近甲龍28） 

b)進学率（2025.3.24現在） 

・現役進学率：95.2％（昨年度94.8%） 

・大学131、短大2、専門学校5、就職4、進学準備3 

③検証試験合格率 
・1 回目 31.7%・2 回目 48.8%・3 回目 87.8% 
・4 回目で合格率 100%に到達。 
④6/26 高 1・2 スポーツコース対象に進学説明会を行い、

早期からの学習習慣の確立について意識づけを行った。 

①②④ 
・進学意識向上と学力向上

のために、組織的な進路

指導体制を構築する。 
・手帳の活用を促し、主体的

に学習する生徒を育成す

る。 
 
③引き続き、2 回目で全員合

格を目標として取り組

む。 
 
 



２ 

立
命
館
コ
䤀
ス
の
高
大
接
続
の
取
り
組
み
の
強
化
と
学
力
向
上 

(1)立命館コー

スの学力向上 
①GTEC成績向上 

②高3学習到達度検証試験の全

員合格 

③学力向上のための取り組み

の充実 

①GTEC スコア推移 
②学習到達度検証試験

において合格基準

(60%)到達・追課題

基準(70％)到達 
③学力向上のための取

り組みの実施 

①GTEC 平均スコア（高 1 ､6 月→最新回） 
高 1（706.9→752.6）高 2（698.5→873.0） 
高 3（685.4→931.2）。 

②英数国とも合格基準には 41 名全員が到達。追課題基準

には英語 39 名、数学 40 名、国語 39 名が到達。 
③前年度に引き続き、英単語学習に学習アプリ

「Monoxer」を活用した。学年を超えた「物理・数学勉 
強会」を実施した。 

・理系強化：進プロ「物理実

験」の受講推奨、「物理・

数学勉強会」を継続し、苦

手分野の解消や深い理解。 
・英語力の強化：オンライン

英会話、進プロ「英検対

策」「GTEC 対策」の実

施。Monoxer のさらなる

活用による意欲の向上。 
・国語力の強化：輪読、各企

画の振り返りを重視し、読

解力、表現力の向上。 
(2)大学で学

び続けるた

めの意識の

向上 

①高大連携企画・本校独自企

画の改善と充実 
 
②入学前教育の充実 

①各企画の計画と実 
 施 
②入学前教育の計画と

実施 
 

①各学年・各学期にオリエンテーションを実施。 
・高 3 対象校長面談、高 1・2 対象主任面談を実施。 
・高 1「立命館を学ぶ」、「日本社会を知る」、「環境問題に

ついて学ぶ」、「日本社会を知る」、高 2「APU 多文化理

解研修」「裁判所見学」、その他、高 1～3 立命館ﾐｰﾃｨﾝ

ｸﾞ、高 1・2 ﾗｲｽﾎﾞｰﾙｾﾐﾅｰ、保護者対象の BKC・APU 見

学ﾂｱｰ、ｻﾏｰｽｸｰﾙ等を実施した。 
②12 月～2 月にかけて、大学への数学、英語

(TOEFL/TOEIC 対策等)、オンライン英会話、論文講

座、物理の講座を実施した。 

・引き続き各企画のつなが

りを重視し、「視野を広

げ学力・意欲向上にすべ

てがつながる 3 年間の高

大連携企画」を実現する

ことで、自信を俯瞰的に

見て主体的に取り組める

生徒を育成する。 

３ 

ク
ラ
ブ
の
競
技
力
向
上
と

全
国
大
会
出
場 

クラブ実績

の向上 
 

・競技力向上による全国大

会への出場 
・全国大会への出場 ・全国大会出場：3 クラブ(カッコ内は回数) 

柔道部(2)・テニス部(1)・卓球部(1) 

・近畿大会出場：5 クラブ 
サッカー部・柔道部・テニス部・バスケットボール部・

陸上部 
・保護者アンケート「部活動や生徒活動が活発に行われて

いる」肯定的評価 84.2％（昨年度 84.7％）。 
・教員アンケート「部活動は活発に行われている」肯定的

評価 100％（昨年度 85.2％） 

・引き続き、部活動の充実に

努める。 

４ 

特
色
あ
る
教
育
䥹
探
究
型
教
育
・
グ
ロ
䤀
バ
ル
教
育
・IC

T

教
育
䥺
の
強
化 

(1)自ら考え

て決断し、

将来を切り

開くことが

できる生徒

の育成 

①生徒主体の学校行事計

画・運営を強化するとと

もに、生徒会の活性化を

進める。 
②校則の抜本的な見直しに

より、考えて行動できる

生徒を育てる。 
③手帳の活用により、主体

的に活動できる生徒を育

てる。 

①生徒主体の学校行事

の計画・運営。 
・生徒会の活性化。 
②校則の見直し。 
③手帳の活用。 

①球技大会、体育祭、学園祭について、生徒会が中心とな

り、企画・運営を行った。 
・2024 年度生徒会役員 3 名（昨年度 7 名） 
②校則について生徒指導部・生徒会を中心に検討したが、

抜本的な見直しはできなかった。冬期の防寒着について

は自由化した。 
③今年度フォーサイト手帳を導入し、日ごとや週ごとの計

画、実行、振り返りを記入するように指導した。 
 毎週 Google Classroom に画像を提出する仕組みを作成

した。各担任でチェックしているクラスもある。 

・引き続き、生徒が主体的に

学校行事に参画し、学校生

活における満足度を高める

工夫をする。 
・校則については引き続き検

討し、生徒が自ら考えて

行動できるように改善す

る。 
・手帳については次年度も継

続して指導しながら活用の

充実を促す。 
(2)生徒の学

力向上 
①わかりやすいシラバスを作

成・公開し、目的意識を共

有することで、授業の成果

を向上させる。 
②学力評価システムの改革に

より，学習に向かう姿勢の

向上を図る。 
③進ﾌﾟﾛ・ｽﾀｻﾀ！の内容を見

直し、積極的な参加を促す 

①わかりやすいシラバ

スの作成・公開 
②評価システムの改革 
③進プロ・スタサタ！

の内容の再検討 

 

①今年度から全教科・科目でシラバスを作成し、Google 
Classroom に配信することで、生徒がその科目で「何を

学ぶのか」「何ができるようになるのか」「何をがんばれ

ばよいのか」を明確に理解できるようにした。 
②今年度より観点別評価を整備し、新しい教務内規のもと

で 3 観点の評価を行った。 
③「土曜日に学校で勉強する」意識を高めるため、土曜日

（スタサタ！の日）にも進プロを導入した。 
 

①シラバスの内容をより良い

ものにするとともに、生徒

のシラバス活用を促す。 
②新しい評価制度で生徒が学

習に向かう姿勢の向上を図

るための方策について検討

する。 
③放課後や土曜日について生

徒の学習への意識向上を図

る。 
(3)探究活動

の強化 
①探究活動の強化 
②総合型選抜に繋げる 

①探究活動の強化 
②総合型選抜入試のか

活用。 

①「初橋探究」 
高 1（1～2 組）は桃山学院大学ビジネスデザイン学部

と共同で授業を行い、1/30 に同大学キャンパスで発表

会を行った。高 1（4・5 組）は桃山学院大学の三井教

授によるプレゼンテーションに関する特別講義を 3 回行

った。 
2/8 県と市の選挙管理委員会の協力を得て、中 3 から高

2 まで、初橋探究の「政策発表会＆模擬投票」を実施し

た。 
②大学の総合型選抜入試 出願 38、合格 24（昨年度出願

33、合格 24）。 

①次年度 DX ハイスクールの

申請が採択されれば探究コ

ーディネーターの活用を行

い、内容の一新を図る。 
・探究活動日に「進路講演」

を行うなど、生徒の視野を

広げ、探究活動の視座を高

める。 
②引き続き、大学入試におけ

る総合型選抜入試の活用を

促進する。 
(4)ICT 機器

の効果的活

用 

・導入アプリを積極的に活用

し、学習習慣の確立と基礎学

力の向上 

①導入アプリの活用 
②学習習慣の確立と基

礎学力の向上 

①・中学全学年で AI 教材「Qubena」を活用。中 1～高 3
でスタディサプリを活用。 

・中 2(国数)、中 3(数英)、高 1～3(国数理英)でオンデマン

ド授業を実施。 
②毎週土曜日に「週末課題」としてスタディサプリの課題

を配信。 

・学力向上や学習習慣の確立

のための効果的な学習ア

プリの活用について検討

する。 
 

５
生
徒
募
集
強
化
に
よ
る
定
員
の
確
保 

・定員確保

に向けた募

集活動の強

化 

①新コースの魅力の周知 
②WEB と紙媒体を連動させ

た広報展開 
③南大阪地区への広報活動強

化 
 

①新コースの周知のた

めの学校案内やリー

フレット作成。 

②ホームページのビュ

ー数、Instagram の

フォロワー数 
③南大阪地区への中学

校・塾訪問数。 

①中学校・塾：一括配布（186 中学、598 塾） 
受験生・保護者：資料請求、入試関連行事などで配布 

 した。 

②・ホームページ（トップページ）23,713PV（昨年度

29,141） 
・Instagram のフォロワー数は 792（昨年度 588） 

公式 Instagram からの公式サイト流入数：511 
③中学・塾への訪問 

堺 市）中学校：43 校、塾：126 塾 
南河内）中学校：37 校、塾：105 塾 
大阪市）中学校：38 校、塾：75 塾 

・大阪への広報活動をより強

化し、受験者増加に繋げ

る。 
・ホームページ、Instagram
での学校生活や募集行事の

発信を引き続き積極的に行

う。 
 
 


